
平成３０年１０月２９日開催定例美祢市教育委員会会議録  

 

 

開催日時   平成 30 年 10 月 29 日（月）午後２時から午後３時 50 分  

開催場所   美祢図書館「視聴覚室」  

 

 

出席委員           岡崎  堅次  教育長  

             秋山  信登  教育長職務代理者  

             金子  明美  委員  

             山本亜由美  委員  

              刀禰  信子  委員  

                                ５人  

 

出席教育委員会事務局職員   金子   彰  事務局長  

              西村  明久   〃  教育総務課長  

久保   仁   〃  学校教育課長   

秋本  勝彦   〃  生涯学習ｽﾎﾟｰﾂ推進課長  

井上  辰巳   〃  文化財保護課長  

佐々木彰宣   〃  秋芳事務所長  

江藤  弘康   〃  学校教育課指導係長  

野尻   悟   〃  教育総務課長補佐  

川崎  真史   〃  教育総務課主任  

                   ９人  

 

 

開   会  

 

岡崎教育長  

午後２時  委員全員の出席を確認し開会を告げ、署名委員に刀禰委員、山本

委員を指名する。  

 

岡崎教育長  

  前回の会議録の承認について、事前に各委員へ配布された会議録への意見、

質問を求める。  

 

  全員承認  

 

 



岡崎教育長  

  行事関係について主なものを報告する。  

  ９月 29 日 (土 )、赤郷小学校で運動会が開催された。雨のため体育館での実

施となった。  

  10 月３日 (水 )、秋篠宮ご夫妻が来県され、秋吉台、秋芳洞、大仏ミュージ

アムを見学された。   

  10 月４日 (木 )、県市の教育委員会協議会の研修会が宇部市で開催された。

同日、城原小学校統合協議会を開催している。  

  10 月７日 (日 )、美祢カルスト映画祭があり、入賞した８作品の表彰を行っ

た。秋芳中学校が大賞を受賞している。  

  10 月 11 日 (木 )、授業アドバイザーの市川先生が 11 日、 12 日と２日間於福

中学校と秋芳桂花小学校で講師をされている。  

  10 月 18 日 (木 )、中国地区都市教育長協議会総会及び研修会が下松市で開催

された。  

  10 月 19 日 (金 )、村岡県知事が学校視察として秋芳桂花小学校と綾木小学校

に来られた。  

  10 月 24 日 (水 )、学力定着確認問題が小学校３年～５年、中学校１、２年を

対象に実施された。  

  10 月 26 日 (金 )、９月議会本会議が終了した。  

  10 月 28 日 (日 )、第 11 回銅山まつりが好天の下無事終了した。 10 周年記念

事業を含めての銅山まつりであった。  

  10 月 29 日 (月 )、第 2 回目の社会教育委員会議を開催した。社会教育委員の

任期が８月 31 日にわり、９月１日から社会教育委員 16 名を委嘱し、初めての

社会教育委員会議を開いた。  

     

報告を終了し、委員に質疑を求める。  

 

  質疑がないことを確認し、行事報告を終了する。  

 

岡崎教育長 

  議案第１号「美祢市学校林設置規程の一部改正」について説明を求める。  

 

久保学校教育課長  

  これは、山地番・耕地番の重複地番を解消することに伴う規程の改正である。

明治時代の地租改正の際に山間地と耕作地にそれぞれ番地を振ったために、１

つの区域に同じ地番が存在しているという状況が続いていた。それを解消する

ために、山地番に 10,000を加算する方法によって重複を解消する。今年度美東

町と秋芳町の区域が該当し、来年度は旧美祢市の区域で行われる。  

 

 



岡崎教育長 

  委員に質疑を求める。  

 

金子局長 

  今まで耕地番と山地番の同じ番地がある場合の区別は字で区別していた。こ

の度同じ番地が無くなるため、大字だけの表記となる。 

 

岡崎教育長 

質疑がないことを確認し、議案第１号は承認される。  

 

続いて、議案第２号「美祢市立博物館等施設将来構想検討委員会委員の委嘱」

について説明を求める。  

 

井上文化財保護課長  

  美祢市立博物館等施設将来構想検討委員会の委員の委嘱について教育委員

会の承認を求めるものである。  

 

岡崎教育長 

  委員に質疑を求める。  

 

秋山委員  

  これは新規の委員か。  

 

岡崎教育長 

この度新しく博物館等施設将来構想検討委員会を立ち上げたため、委員は全

て新規の委員ということになる。  

 

他に質疑がないことを確認し、議案第２号は承認される。  

 

続いて、報告第１号「美祢市公民館運営審議会委員の委嘱及び解嘱」につい

て説明を求める。  

 

秋本生涯学習スポーツ推進課長  

  伊佐公民館の委員の交代による委嘱及び解嘱である。  

 

岡崎教育長 

  委員に質疑を求める。  

 

岡崎教育長 

質疑がないことを確認し、続いて、報告第２号「美祢市生涯学習のまちづく

り推進協議会委員の委嘱及び解嘱」について説明を求める。  



秋本生涯学習スポーツ推進課長  

  ロータリークラブ、ＰＴＡ連合会、ボランティア連合会、伊佐公民館運営審

議会からの委員の交代による委嘱及び解嘱である。  

 

岡崎教育長 

  委員に質疑を求める。  

 

質疑がないことを確認し、報告を終了する。  

 

続いて、協議報告を各課から求める。  

 

西村教育総務課長  

教育総務課に関する事項として次の３点について協議報告をする。  

  ・総合教育会議について 

   11月 16日 (金)14時から開催したい。会議の議題は通学補助制度と学校給食

センター整備を予定しており、これから議題の内容について説明する。 

 

川崎主任  

  ・通学補助制度について 

   資料に基づき説明を行う。  

 

岡崎教育長 

  委員に質疑を求める。  

 

山本委員 

  「通学路の一部が通学に危険であると認められる場合」とは、危険とはどこ

までの範囲になるのか。  

 

川崎主任  

  はっきりと決めていないが、伊佐インターチェンジ前の交差点が今の制度で

通学困難としているので、そのようなところが想定される。 

 

金子局長 

  基本的には「ここはどうだろうか」という相談があった時に、個別に判断を

していく形になる。 

 

野尻教育総務課長補佐  

  ・給食センターについて  

   資料に基づき説明を行う。  

 



岡崎教育長 

  委員に質疑を求める。  

 

金子委員 

総合教育会議では給食センターについて、全体的に意見を求めるということ

なのか。 

 

西村課長 

具体的に事業手法はどの方式がいいのか、建設場所はこの辺りが良いのでは

ないかというところまで協議していただきたいと考えている。 

 

岡崎教育長 

総合教育会議では調査結果に囚われず、委員それぞれの意見を述べてもらえ

たらいいと思う。資料等必要があれば事務局に連絡してもらいたい。  

 

岡崎教育長 

続いて学校教育課に協議報告を求める。  

 

久保学校教育課長  

  学校教育課に関する事項として次の１点について報告をする。  

・平成 30年度全国学力・学習状況調査の結果について  

   美祢市のホームページで公表する予定であり、その内容について説明する。 

   資料に基づき説明を行う。  

 

岡崎教育長 

  委員に質疑を求める。  

 

質疑がないことを確認し、続いて生涯学習スポーツ推進課に協議報告を求め

る。 

 

秋本生涯学習スポーツ推進課長  

生涯学習スポーツ推進課に関する事項として次の３点について報告・案内を

する。  

 ・カルスト子ども映画祭について  

  11月 24日アジア国際子ども映画祭に最優秀賞作品として秋芳中学校、優秀

として成進高校と岡山の高梁中学校の３作品を応募する。  

 

 

 



  ・生涯学習フェスタについて  

   11月３日から開催する。３日に開会行事としてオープニングイベントを 10

時から行う。功労者表彰、花壇の部の表彰、体験作文・ポスター等の表彰、

ステージ発表を予定している。  

 

  ・美祢市民大学講座について  

   12月 24日 (月 )14時から美祢市民館の大ホールで行う。講師にオリンピック

金メダリストの内村航平選手の母親、内村周子氏を招き、「夢を追い続けて

～諦めない！ポジティブに！いつも元気なその秘訣～」という題名で行う。 

 

岡崎教育長 

  委員に質疑を求める。  

質疑がないことを確認し、続いて文化財保護課に協議報告を求める。  

 

井上文化財保護課長  

 文化財保護課に関する事項として次の１点について報告する。  

 ・銅山まつりについて  

  28日に第 11回銅山まつりを開催し、天候にも恵まれ無事終了した。今回の

銅山まつりでは 10周年記念事業として「こぶっちゃん」をモチーフにしたレ

リーフを作成しその除幕式を行った。このレリーフの製作者は大仏ミュージ

アムの中にあるミニ大仏の作者で、京都の小泉武寛さんである。また、赤郷

小学校の児童がこの銅山まつりの中で閉校記念の銅メダルの鋳造を行った。

美東中学校は１年生の時に体験活動で参加し、２年生になるとボランティア、

あるいは運営スタッフとして参加している。銅山探検ツアーのガイドとして

参加した生徒のうち英語でガイドをする班があり、聞き役として秋吉台アカ

デミックセンターを通じて山口大学から留学生 25名が来場し、それぞれの班

に分かれて英語のガイドを体験した。  

 

岡崎教育長 

  委員に質疑を求める。  

 

秋山委員 

  レリーフから音声は出ないのか。  

 

井上文化財保護課長  

 音声は出ない。  

 

秋山委員 

  手は動かないか。 

 



金子局長 

  手は動かないが賽銭を載せられるようになっている。 

 

岡崎教育長 

他に質疑がないことを確認し、続いて美東事務所に協議報告を求める。  

 

金子局長 

  特になし。  

 

岡崎教育長 

  続いて、秋芳事務所に協議報告を求める。  

 

佐々木秋芳事務所長  

 秋芳事務所に関する事項として次の１点について案内する。  

 ・秋芳ふれあい祭りについて  

  11月 11日 (日 )、秋芳ふれあい祭りが秋吉公民館及び公民館前広場で開催さ

れる。公民館では各団体の作品展を掲示し、公民館前広場ではバザーやステ

ージイベントを行う予定にしている。  

 

岡崎教育長  

  赤郷ふれあい祭りも 11月 11日に行われる。  

 

以上で協議報告を終了する。  

 

岡崎教育長  

  続いて、平成 30年度美祢市教育委員会事務事業の点検及び評価の実施につい

て事務局に説明を求める。  

 

金子局長  

  平成 30年度美祢市教育委員会事務事業の点検及び評価の実施については、６

月 27日に開催した６月の定例教育委員会会議でご承認をいただいた実施方針

に基づき、事前に配布しているとおり、平成 30年度教育委員会事務事業評価（対

象が平成 29年度事業）及び今後の方向性（案）を作成した。  

  所管課で評価対象事業の選定を行い第１次評価を行った。今年度は平成 28

年度を以て廃止をした事業、世界ジオパーク推進課が観光商工部へ組織換えに

なったこと等により、４事業削除した。そして平成 29年度から新たに実施した

４事業を追加して、今年度の点検評価事業は昨年度と同数の 59事業である。  

  次に、地方教育行政の組織及び運営に関する法律第 26条第２項に、点検評価

にあたっては、学識経験を有する者の知見の活用を図るものとすると規定され

ているため、８月 23日と９月 10日に点検評価委員の前田時博委員、野原啓子委

員、三浦洋介委員に出席いただき点検評価委員会を開催した。第１回委員会で



は各課長が評価対象事業について説明し委員から質問等を受けた。第２回委員

会で各委員からの知見について説明を受け、事務局と摺り合わせを行い、平成

30年度教育委員会事務事業評価及び今後の方向性（案）を作成した。事務事業

評価について方針では教育委員会が最終評価を行うとしている。今回の（案）

ではＢ評価が４つで、あとはＡ評価となっている。方針では、Ａ評価は重要度・

有効性共に高いため、「現状維持しながら効率的な事務執行が求められる事業」

としている。Ｂ評価は重要度は高いが有効性がやや低いため、「優先的に成果

のある効果的な取組みが求められる事業」と位置付けをしている。  

 

岡崎教育長 

  委員からの意見を基に最終評価にしていきたい。  

委員に質疑を求める。  

 

秋山委員 

  「放課後子ども教室の充実」で、「小学校での放課後教室は、教員の負担軽

減になるよう公民館との連携を図るとよい」との検討事項が出ているが、これ

はどういう負担軽減か。  

 

金子局長  

  放課後子ども教室を学校施設の中で行っているところがあり、この委員の知

見は、学校施設を使うのであれば少なからず教員に負担を掛けているというこ

とで、公民館との連携を深めて、公民館を主にやった方が良いとの考えである。 

 

刀禰委員  

  「今後の方向性」の欄に、「事業拡大」や「現状維持」がある。「読書活動

の充実」で、学校図書館の担当職員２名を配置され「事業拡大」となっている

がどのように事業を拡大しているのか。  

 

久保学校教育課長  

  「読書活動の充実」は平成 29年度の図書館担当員が２人だったのだが、平成

30年度は４人にしている。方向性は非常に学校現場からも好評であるし、効果

があると評価委員からの意見をいただいているので、更に増やしていきたいと

の事業拡大である。  

 

岡崎教育長  

  これは 29年度の事業評価であるので 30年度はこの「事業拡大」を受け、「 3

0年度はこの拡大の方向で行きたい。だから 30年度は２名から４名に実現し

た。」という評価になっていると思う。  

 

 

 



金子局長  

  必ずしも評価のＡＢＣＤと、この「今後の方向性」というのは一致していな

い。ＡＢＣＤを受けて今後の方向・方針を各課で検討するが、その中には「事

業拡大」「現状維持」「期間を定めて見直し」「運営手法等の見直し」「事業

縮小」「期間を定めて終了」「事業完了」「事業廃止」と８つの方向性がある。

Ａ判定をすれば、当然最低でも現状維持しながら効率的な事業執行が求められ

る事業という位置づけであるので、Ａであれば「事業拡大」もしくは「現状維

持」になる。どちらになるかは主管課の考えであり、方向性が違うのではない

かなどの意見等があれば、この場で修正等をしていきたい。  

 

岡崎教育長  

  特に意見がないということで、基本的には第１次評価をそのまま最終評価、

教育委員会の評価とさせてもらって良いか。  

 

金子局長  

  それではこの方向性を含めた報告書を作成し、次回議案として提出をさせて

いただきたいと思うのでどうぞよろしくお願いする。  

 

岡崎教育長  

  教育委員からの提案及び意見を求める。  

 

山本委員  

  夏休みに宿題解決塾の絵画に参加したが、絵画は中々家で教えることも出来

ない。冬休みに家で大きい画仙紙を開くのも大変なので、書道をやってもらい

えると有難い。  

 

佐々木秋芳事務所長  

  書き初めが宿題等であるため、書道の先生に依頼して宿題解決塾を１月に開

催する予定にしている。  

 

岡崎教育長  

最後に、次回の教育委員会会議の開催について事務局に提案を求める。  

 

金子事務局長  

  次回の定例教育委員会会議は平成 30年 11月 30日（金）午後２時から美祢図書

館「視聴覚室」において開催する旨を通知。  

 

岡崎教育長  

  午後３時 50分教育委員会会議の終了を告げる。  

 


